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面付け移動

　青森県最大規模の採卵養鶏場である三沢市の有限会社

東北ファーム。国内で高病原性鳥インフルエンザ（以下、鳥

インフルエンザ）が猛威を振るった2022年に、同社も農場

の全139万羽を殺処分する創業以来の危機に襲われた。そ

れでも、ショックに沈むことなく「ピンチの裏にチャンスあり」と

懸命に供給を続けた。教訓を生かし、衛生対策では全国初

の「農場の分割管理」を導入し、今後の危機に備える。自社

ブランド卵「味乙女（あじおとめ）」を使ったスイーツなどの

加工品販売事業も軌道に乗せ、今年度の売り上げは、鳥イ

ンフルエンザ発生前と同程度までＶ字回復の見込みだ。

鳥イン
フルエン

ザの脅威を
教訓に

鳥イン
フルエン

ザの脅威を
教訓に

全国初
の「農場の

分割管理」で先進的経営

全国初
の「農場の

分割管理」で先進的経営

農場の東側に
太平洋が見える

一生懸命

青森県三沢市

Ⅰ

東北ファーム

鳥インフルエンザ
からの復活を
一緒に学ぼう！
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青森県
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い
」
と
仕
入
れ
販
売
事
業
を
始

め
て
い
た
こ
と
だ
っ
た
。
県
内
だ
け
で
な
く
、

新
潟
県
に
開
設
し
た
営
業
所
も
フ
ル
稼
働
さ

せ
、
供
給
量
を
確
保
し
た
。
彌
一
さ
ん
は
「
事

業
の
拡
大
へ
、
仕
入
れ
た
卵
の
選
別
や
品
質

管
理
な
ど
を
見
直
す
き
っ
か
け
に
も
な
っ

た
」
と
話
す
。

　
農
場
で
は
、
再
発
防
止
に
向
け
新
た
な
衛
生

管
理
方
法
を
検
討
し
た
。
今
後
の
対
策
と
し
て

青
森
県
十
和
田
家
畜
保
健
衛
生
所
か
ら
提
案
さ

れ
た
の
が
、
農
場
の
分
割
管
理
だ
っ
た
。

　
分
割
管
理
は
、
農
場
を
複
数
の
衛
生
管
理
区

域
に
分
け
、
各
区
域
を
一
つ
の
農
場
と
み
な
し

て
設
備
や
飼
養
管
理
者
を
独
立
さ
せ
る
管
理
方

法
だ
。
一
つ
の
区
域
で
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な

　
青
森
県
南
東
部
に
位
置
し
、
東
に
太
平
洋
を

望
む
三
沢
市
。
冬
は
、
北
国
と
し
て
は
降
雪
が

少
な
い
地
域
だ
。
2
0
2
2
年
12
月
、
㈲
東
北

フ
ァ
ー
ム
第
４
農
場
の
鶏
舎
の
鶏
の
死
亡
原
因

が
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
だ
と
判
明
し
た
の

も
、
雪
の
な
い
寒
い
日
だ
っ
た
。
１
９
６
６
年

の
創
業
か
ら
時
代
の
荒
波
を
乗
り
越
え
て
き
た

同
社
も
初
め
て
迎
え
た
事
態
。
経
営
陣
ら
が
集

ま
っ
た
会
議
室
で
、
社
長
の
山
本
彌
一
さ
ん

（
81
）
は
「
今
、
何
が
で
き
る
か
を
考
え
よ

う
」
と
呼
び
か
け
た
。

　
彌
一
さ
ん
の
長
男
で
、
飼
養
管
理
を
担
当
す

る
専
務
の
山
本
高
久
さ
ん
（
52
）
は
「
感
染

対
策
は
万
全
を
期
し
て
い
た
。
そ
れ
だ
け
に

シ
ョ
ッ
ク
は
大
き
か
っ
た
」
と
当
時
を
振
り
返

る
。
同
社
は
4
農
場
全
て
で
ウ
イ
ン
ド
ウ
レ
ス

鶏
舎
を
導
入
し
て
野
鳥
な
ど
の
侵
入
を
防
ぎ
、

人
の
出
入
り
時
に
は
消
毒
を
徹
底
。
20
年
に
は

Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
（
農
業
生
産
工
程
管
理
）
の
認
証
も

受
け
、
衛
生
管
理
体
制
を
整
え
て
き
た
。

　
殺
処
分
が
完
了
し
た
の
は
、
発
生
か
ら
16
日

後
。
１
農
場
で
1
3
9
万
羽
の
処
分
は
国
内
で

は
過
去
最
多
だ
っ
た
。

　
一
度
途
絶
え
た
販
路
は
簡
単
に
は
戻
ら
な

い
。
喫
緊
の
課
題
は
、
取
引
先
に
卵
を
供
給
し

続
け
る
こ
と
だ
っ
た
。
幸
い
し
た
の
が
、
「
生

産
だ
け
で
は
何
か
あ
っ
た
時
に
対
処
が
難
し

ど
特
定
家
畜
伝
染
病
が
発
生
し
て
も
、
他
の
区

域
は
殺
処
分
を
避
け
ら
れ
、
卵
を
安
定
供
給
で

き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
特
に
、
人
や
物
の
出

入
り
が
多
く
な
る
大
規
模
農
場
で
は
、
施
設
や

飼
養
管
理
を
区
域
ご
と
に
完
全
に
分
け
る
こ
と

で
ウ
イ
ル
ス
の
侵
入
リ
ス
ク
を
減
ら
し
、
感
染

拡
大
を
防
ぐ
効
果
が
見
込
め
る
。

　
た
だ
、
導
入
に
は
相
当
の
費
用
が
か
か
る
。

区
域
ご
と
に
消
毒
設
備
、
更
衣
室
、
車
両
な
ど

を
備
え
る
必
要
が
あ
り
、
区
域
ご
と
に
フ
ェ
ン

ス
も
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
大
き
な
経

営
判
断
を
強
い
ら
れ
た
が
、
「
予
防
に
は
限
界

が
あ
る
」
と
痛
感
し
た
同
社
は
分
割
管
理
の
導

入
を
決
め
た
。

　
当
初
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
が
な
く
、
飼
養
衛

生
管
理
基
準
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
家
畜
保
健
衛

生
所
と
相
談
し
な
が
ら
管
理
体
制
の
構
築
を
進

め
た
。
23
年
9
月
に
農
水
省
が
「
農
場
の
分
割

管
理
に
当
た
っ
て
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
策

定
。
同
社
も
独
自
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
り
、
国

の
助
成
も
活
用
し
、
同
11
月
か
ら
分
割
管
理
を

始
め
た
。
同
省
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
策
定
後
初
の
導
入

事
例
と
な
っ
た
。
彌
一
さ
ん
は
「
全
国
に
先
駆

け
て
始
め
る
こ
と
で
、
他
の
農
場
の
参
考
に
な

れ
ば
良
い
と
い
う
思
い
も
あ
っ
た
」
と
話
す
。

今
で
は
全
国
に
広
が
っ
た
と
い
う
。

　
同
社
は
元
々
、
鶏
舎
群
ご
と
に
卵
の
選
別
・

包
装
施
設
（
Ｇ
Ｐ
セ
ン
タ
ー
）
を
分
け
て
い
た

た
め
、
３
カ
所
の
Ｇ
Ｐ
セ
ン
タ
ー
ご
と
に
衛
生

管
理
区
域
を
設
定
し
た
。
区
域
ご
と
に
車
両
や

消
毒
ゲ
ー
ト
、
機
材
、
重
機
、
服
、
長
靴
な
ど

を
用
意
。
た
だ
、

機
械
部
品
や
特

飼養管理を
担当

殊
機
械
の
倉
庫
を
全
て
に
配
置
す
る
の
は
難
し

い
た
め
、
や
む
を
得
ず
共
同
倉
庫
な
ど
か
ら
物

品
を
持
ち
込
む
際
は
消
毒
を
徹
底
す
る
。
従
業

員
の
休
憩
室
や
堆
肥
舎
も
区
域
ご
と
に
配
置

し
、
共
同
利
用
を
禁
止
し
た
。
飼
養
管
理
者
は

原
則
と
し
て
同
じ
日
に
区
域
間
の
移
動
は
し
な

い
。
生
産
部
の
石
橋
浩
二
部
長
は
「
一
番
大
変

だ
っ
た
の
は
人
の
配
置
で
し
た
」
と
言
う
。
全

区
域
に
専
属
の
人
員
を
配
置
で
き
な
い
中
で
、

同
日
に
区
域
間
で
人
の
移
動
を
せ
ず
に
管
理
で

き
る
よ
う
細
か
な
作
業
計
画
が
求
め
ら
れ
た
。

　
効
果
は
意
外
な
と
こ
ろ
で
表
れ
た
。
全
国
初

の
分
割
管
理
に
よ
り
衛
生
管
理
へ
の
意
識
の
高

さ
が
評
価
さ
れ
、
新
た
な
顧
客
獲
得
に
つ
な

が
っ
た
。
飼
養
羽
数
は
24
年
に
1
1
7
万
羽
ま

で
回
復
。
売
り
上
げ
は
、
23
年
度
に
前
年
度
の

半
分
以
下
に
落
ち
込
ん
だ
が
、
24
年
度
に
ほ
ぼ

回
復
し
た
。
彌
一
さ
ん
は
「
５
年
後
に
は
子
会

社
な
ど
も
含
め
て
3
0
0
万
羽
を
目
指
し
た

い
」
と
意
気
込
む
。

　
一
層
の
規
模
拡
大
に
向
け
、
同
社
が
重
視
す

る
の
が
、人
材
の
定
着
と
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
だ
。

　
人
材
は
地
元
の
若
者
を
積
極
的
に
採
用
し
、

従
業
員
1
5
0
人
の
う
ち
4
割
が

30
代
以
下
と
若
い
力
が
活
躍
す
る
。Ｊ
Ａ
全
農

く
み
あ
い
飼
料
㈱
の
矢
島
拓
也
課
長
は
「
事
務

所
が
き
れ
い
で
福
利
厚
生
も
充
実
し
て
お
り
、

地
元
で
働
き
た
い
人
に
と
っ
て
魅
力
的
な
存
在

だ
」
と
話
す
。
高
久
さ
ん
は
「
社
員
が
楽
し
め

る
研
修
旅
行
や
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
会
社
に
愛

着
を
持
っ
て
も
ら
い
、
次
世
代
の
リ
ー
ダ
ー
に

育
っ
て
ほ
し
い
」
と
期
待
す
る
。

　
従
業
員
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
生
産
現
場
で

は
集
卵
や
パ
ッ
キ
ン
グ
の
自
動
化
を
進
め
る
。

負
担
の
大
き
い
作
業
を
聞
き
取
り
、
業
界
初
の

自
動
箱
詰
め
機
や
段
ボ
ー
ル
を
積
み
上
げ
る
作

業
専
用
の
機
械
も
開
発
し
た
。
彌
一
さ
ん
の
次

男
で
Ｇ
Ｐ
セ
ン
タ
ー
を
担
当
す
る
常
務
の
山
本

泰
裕
さ
ん
（
50
）
は
「
将
来
の
採
用
難
と
規
模

拡
大
に
備
え
、
少
な
い
人
員
で
生
産
で
き
る
体

制
が
必
要
。
今
後
は
検
査
機
械
の
精
度
を
高
め

て
検
査
員
の
作
業
量
を
減
ら
し
た
い
」
と
展
望

す
る
。

　
ブ
ラ
ン
ド
は
「
味
乙
女
」
の
名
で
展
開
。
中

心
と
な
る
卵
「
味
乙
女
」
は
、
鮮
や
か
な
オ

レ
ン
ジ
色
の
黄
身
が
特
徴
だ
。
く
せ
が
な
く
、

味
の
良
い
卵
を
目
指
し
て
Ｊ
Ａ
全
農
く
み
あ

い
飼
料
㈱
と
試
行
錯
誤
を
重
ね
、ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
、

E
な
ど
を
配
合
し
た
植
物
性
た
ん
ぱ
く
限
定

の
専
用
飼
料
な
ど
を
開
発
し
た
。
地
元
の
ス
ー

パ
ー
と
の
つ
な
が
り
を
重
視
す
る
戦
略
で
、

ブ
ラ
ン
ド
を
根
付
か
せ
た
。

　
知
名
度
向
上
の
た
め
、
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー「
た
ま
ご
妖
精 

あ
じ
お
と
め
」を
つ
く
り
、

テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
放
映
、
配
送
用
ト
ラ
ッ
ク
の
ラ
ッ

ピ
ン
グ
、
グ
ッ
ズ
で
Ｐ
Ｒ
す
る
。
17
年
に
完
成

し
た
総
合
Ｇ
Ｐ
セ
ン
タ
ー
は
、
作
業
の
全
て
を

２
階
か
ら
一
望
で
き
る
よ
う
に
し
、
近
隣
小
学

校
か
ら
見
学
を
受
け
入
れ
る
。
自
ら
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
泰
裕
さ
ん
は
「
良
い
も

の
を
作
る
だ
け
で
な
く
、
付
加
価
値
を
付
け
て

商
品
の
魅
力
を
高
め
る
こ
と
、
そ
し
て
、
い
か

に
知
っ
て
も
ら
う
か
が
大
事
だ
」
と
強
調
す
る
。

　
新
た
な
事
業
の
柱
と
し
て
ス
イ
ー
ツ
な
ど
の

加
工
品
を
開
発
。
商
品
は
三
沢
市
と
青
森
市

の
２
店
舗
の
直
売
店
「
A
J
I
O
T
O
M
E 

S
H
O
P
」
で
卵
と
共
に
直
接
販
売
。
24
年
4

月
に
Ｊ
Ｒ
青
森
駅
の
商
業
施
設
に
新
装
開
店
し

た
青
森
市
の
あ
お
も
り
駅
前
店
で
は
、「
味
乙

女
」
を
使
っ
た
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
や
ロ
ー
ル

ケ
ー
キ
な
ど
で
ブ
ラ
ン
ド
を
Ｐ
Ｒ
。
１
番
人
気

の
プ
レ
ミ
ア
ム
カ
ス
タ
ー
ド
シ
ュ
ー
は
毎
日
完

売
す
る
ほ
ど
だ
。

　
青
森
市
内
か
ら
親
子
で
来
店
し
た
30
代
の
男

性
は
「
評
判
を
聞
い
て
来
た
。
初
め
て
買
え
て

う
れ
し
い
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。
店
長
を
務
め

る
販
売
課
の
竹
本
樹
里
主
任
は
「
シ
ュ
ー
ク

リ
ー
ム
を
買
い
に
来
た
人
が
、
卵
を
一
緒
に

買
っ
て
い
く
こ
と
も
多
い
」
と
話
す
。

　「
消
費
者
が
求
め
る
も
の
は
日
々
変
わ
っ
て

い
く
。
常
に
新
し
い
も
の
を
つ
く
り
、
挑
戦
す

る
、
養
鶏
業
界
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ
り
た
い
」

と
話
す
泰
裕
さ
ん
。
一
層
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上

へ
、
次
の
一
手
を
探
り
続
け
る
。

鳥インフルエンザ
発生時は
冷静な対応を
心がけました

農
場
の
分
割
管
理
で
備
え

新
た
な
顧
客
獲
得
も

Memo味乙女

創業以来の大ピンチ
仕入れ販売事業が奏功

鶏舎外側に直接つけるトラック

山本 彌一社長山本 高久専務石橋 浩二部長
生産部

分割管理の
人員配置に
苦労しました

鮮やかなオレンジ色の黄身。くせの
ないあっさりした味わい。

卵の特徴
ビタミンD、Eなどを配合した植物性
たんぱく限定の専用飼料など

飼料
分割管理を取り入れた高レベル
の衛生管理

飼育方法

農場の分割管理
メリット

●特定家畜伝染病（鳥インフルエンザなど）が発生した際
に、殺処分の対象を限定できる

●鳥インフルエンザなどの発生リスクを低減し、鶏卵の安定
供給に貢献

●ウイルスの侵入リスクおよび感染拡大の低減、衛生管理の
向上につながる

衛生管理が高評価！
新規顧客開拓に
つながった

鳥インフルエンザ発生時導入後導入前

フェンスで分ける集卵ベルト

集卵施設 集卵施設 集卵施設

消毒ゲート更衣室

集卵施設 集卵施設 集卵施設

消毒ゲート
更衣室

消毒ゲート
更衣室

消毒ゲート
更衣室

集卵施設 集卵施設 集卵施設

消毒ゲート
更衣室

消毒ゲート
更衣室

消毒ゲート
更衣室

安定した生産・
供給体制を確保
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ここをチェック！
151号では、アンケート回答者の中から
抽選で㈲東北ファームのドーナツが当た
ります！

店情報もぜひご覧ください。

い
」
と
仕
入
れ
販
売
事
業
を
始

め
て
い
た
こ
と
だ
っ
た
。
県
内
だ
け
で
な
く
、

新
潟
県
に
開
設
し
た
営
業
所
も
フ
ル
稼
働
さ

せ
、
供
給
量
を
確
保
し
た
。
彌
一
さ
ん
は
「
事

業
の
拡
大
へ
、
仕
入
れ
た
卵
の
選
別
や
品
質

管
理
な
ど
を
見
直
す
き
っ
か
け
に
も
な
っ

た
」
と
話
す
。

　
農
場
で
は
、
再
発
防
止
に
向
け
新
た
な
衛
生

管
理
方
法
を
検
討
し
た
。
今
後
の
対
策
と
し
て

青
森
県
十
和
田
家
畜
保
健
衛
生
所
か
ら
提
案
さ

れ
た
の
が
、
農
場
の
分
割
管
理
だ
っ
た
。

　
分
割
管
理
は
、
農
場
を
複
数
の
衛
生
管
理
区

域
に
分
け
、
各
区
域
を
一
つ
の
農
場
と
み
な
し

て
設
備
や
飼
養
管
理
者
を
独
立
さ
せ
る
管
理
方

法
だ
。
一
つ
の
区
域
で
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な

　
青
森
県
南
東
部
に
位
置
し
、
東
に
太
平
洋
を

望
む
三
沢
市
。
冬
は
、
北
国
と
し
て
は
降
雪
が

少
な
い
地
域
だ
。
2
0
2
2
年
12
月
、
㈲
東
北

フ
ァ
ー
ム
第
４
農
場
の
鶏
舎
の
鶏
の
死
亡
原
因

が
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
だ
と
判
明
し
た
の

も
、
雪
の
な
い
寒
い
日
だ
っ
た
。
１
９
６
６
年

の
創
業
か
ら
時
代
の
荒
波
を
乗
り
越
え
て
き
た

同
社
も
初
め
て
迎
え
た
事
態
。
経
営
陣
ら
が
集

ま
っ
た
会
議
室
で
、
社
長
の
山
本
彌
一
さ
ん

（
81
）
は
「
今
、
何
が
で
き
る
か
を
考
え
よ

う
」
と
呼
び
か
け
た
。

　
彌
一
さ
ん
の
長
男
で
、
飼
養
管
理
を
担
当
す

る
専
務
の
山
本
高
久
さ
ん
（
52
）
は
「
感
染

対
策
は
万
全
を
期
し
て
い
た
。
そ
れ
だ
け
に

シ
ョ
ッ
ク
は
大
き
か
っ
た
」
と
当
時
を
振
り
返

る
。
同
社
は
4
農
場
全
て
で
ウ
イ
ン
ド
ウ
レ
ス

鶏
舎
を
導
入
し
て
野
鳥
な
ど
の
侵
入
を
防
ぎ
、

人
の
出
入
り
時
に
は
消
毒
を
徹
底
。
20
年
に
は

Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
（
農
業
生
産
工
程
管
理
）
の
認
証
も

受
け
、
衛
生
管
理
体
制
を
整
え
て
き
た
。

　
殺
処
分
が
完
了
し
た
の
は
、
発
生
か
ら
16
日

後
。
１
農
場
で
1
3
9
万
羽
の
処
分
は
国
内
で

は
過
去
最
多
だ
っ
た
。

　
一
度
途
絶
え
た
販
路
は
簡
単
に
は
戻
ら
な

い
。
喫
緊
の
課
題
は
、
取
引
先
に
卵
を
供
給
し

続
け
る
こ
と
だ
っ
た
。
幸
い
し
た
の
が
、
「
生

産
だ
け
で
は
何
か
あ
っ
た
時
に
対
処
が
難
し

ど
特
定
家
畜
伝
染
病
が
発
生
し
て
も
、
他
の
区

域
は
殺
処
分
を
避
け
ら
れ
、
卵
を
安
定
供
給
で

き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
特
に
、
人
や
物
の
出

入
り
が
多
く
な
る
大
規
模
農
場
で
は
、
施
設
や

飼
養
管
理
を
区
域
ご
と
に
完
全
に
分
け
る
こ
と

で
ウ
イ
ル
ス
の
侵
入
リ
ス
ク
を
減
ら
し
、
感
染

拡
大
を
防
ぐ
効
果
が
見
込
め
る
。

　
た
だ
、
導
入
に
は
相
当
の
費
用
が
か
か
る
。

区
域
ご
と
に
消
毒
設
備
、
更
衣
室
、
車
両
な
ど

を
備
え
る
必
要
が
あ
り
、
区
域
ご
と
に
フ
ェ
ン

ス
も
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
大
き
な
経

営
判
断
を
強
い
ら
れ
た
が
、
「
予
防
に
は
限
界

が
あ
る
」
と
痛
感
し
た
同
社
は
分
割
管
理
の
導

入
を
決
め
た
。

　
当
初
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
が
な
く
、
飼
養
衛

生
管
理
基
準
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
家
畜
保
健
衛

生
所
と
相
談
し
な
が
ら
管
理
体
制
の
構
築
を
進

め
た
。
23
年
9
月
に
農
水
省
が
「
農
場
の
分
割

管
理
に
当
た
っ
て
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
策

定
。
同
社
も
独
自
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
り
、
国

の
助
成
も
活
用
し
、
同
11
月
か
ら
分
割
管
理
を

始
め
た
。
同
省
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
策
定
後
初
の
導
入

事
例
と
な
っ
た
。
彌
一
さ
ん
は
「
全
国
に
先
駆

け
て
始
め
る
こ
と
で
、
他
の
農
場
の
参
考
に
な

れ
ば
良
い
と
い
う
思
い
も
あ
っ
た
」
と
話
す
。

今
で
は
全
国
に
広
が
っ
た
と
い
う
。

　
同
社
は
元
々
、
鶏
舎
群
ご
と
に
卵
の
選
別
・

包
装
施
設
（
Ｇ
Ｐ
セ
ン
タ
ー
）
を
分
け
て
い
た

た
め
、
３
カ
所
の
Ｇ
Ｐ
セ
ン
タ
ー
ご
と
に
衛
生

管
理
区
域
を
設
定
し
た
。
区
域
ご
と
に
車
両
や

消
毒
ゲ
ー
ト
、
機
材
、
重
機
、
服
、
長
靴
な
ど

を
用
意
。
た
だ
、

機
械
部
品
や
特

殊
機
械
の
倉
庫
を
全
て
に
配
置
す
る
の
は
難
し

い
た
め
、
や
む
を
得
ず
共
同
倉
庫
な
ど
か
ら
物

品
を
持
ち
込
む
際
は
消
毒
を
徹
底
す
る
。
従
業

員
の
休
憩
室
や
堆
肥
舎
も
区
域
ご
と
に
配
置

し
、
共
同
利
用
を
禁
止
し
た
。
飼
養
管
理
者
は

原
則
と
し
て
同
じ
日
に
区
域
間
の
移
動
は
し
な

い
。
生
産
部
の
石
橋
浩
二
部
長
は
「
一
番
大
変

だ
っ
た
の
は
人
の
配
置
で
し
た
」
と
言
う
。
全

区
域
に
専
属
の
人
員
を
配
置
で
き
な
い
中
で
、

同
日
に
区
域
間
で
人
の
移
動
を
せ
ず
に
管
理
で

き
る
よ
う
細
か
な
作
業
計
画
が
求
め
ら
れ
た
。

　
効
果
は
意
外
な
と
こ
ろ
で
表
れ
た
。
全
国
初

の
分
割
管
理
に
よ
り
衛
生
管
理
へ
の
意
識
の
高

さ
が
評
価
さ
れ
、
新
た
な
顧
客
獲
得
に
つ
な

が
っ
た
。
飼
養
羽
数
は
24
年
に
1
1
7
万
羽
ま

で
回
復
。
売
り
上
げ
は
、
23
年
度
に
前
年
度
の

半
分
以
下
に
落
ち
込
ん
だ
が
、
24
年
度
に
ほ
ぼ

回
復
し
た
。
彌
一
さ
ん
は
「
５
年
後
に
は
子
会

社
な
ど
も
含
め
て
3
0
0
万
羽
を
目
指
し
た

い
」
と
意
気
込
む
。

　
一
層
の
規
模
拡
大
に
向
け
、
同
社
が
重
視
す

る
の
が
、人
材
の
定
着
と
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
だ
。

　
人
材
は
地
元
の
若
者
を
積
極
的
に
採
用
し
、

従
業
員
1
5
0
人
の
う
ち
4
割
が

30
代
以
下
と
若
い
力
が
活
躍
す
る
。Ｊ
Ａ
全
農

く
み
あ
い
飼
料
㈱
の
矢
島
拓
也
課
長
は
「
事
務

所
が
き
れ
い
で
福
利
厚
生
も
充
実
し
て
お
り
、

地
元
で
働
き
た
い
人
に
と
っ
て
魅
力
的
な
存
在

だ
」
と
話
す
。
高
久
さ
ん
は
「
社
員
が
楽
し
め

る
研
修
旅
行
や
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
会
社
に
愛

着
を
持
っ
て
も
ら
い
、
次
世
代
の
リ
ー
ダ
ー
に

育
っ
て
ほ
し
い
」
と
期
待
す
る
。

　
従
業
員
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
生
産
現
場
で

は
集
卵
や
パ
ッ
キ
ン
グ
の
自
動
化
を
進
め
る
。

負
担
の
大
き
い
作
業
を
聞
き
取
り
、
業
界
初
の

自
動
箱
詰
め
機
や
段
ボ
ー
ル
を
積
み
上
げ
る
作

業
専
用
の
機
械
も
開
発
し
た
。
彌
一
さ
ん
の
次

男
で
Ｇ
Ｐ
セ
ン
タ
ー
を
担
当
す
る
常
務
の
山
本

泰
裕
さ
ん
（
50
）
は
「
将
来
の
採
用
難
と
規
模

拡
大
に
備
え
、
少
な
い
人
員
で
生
産
で
き
る
体

制
が
必
要
。
今
後
は
検
査
機
械
の
精
度
を
高
め

て
検
査
員
の
作
業
量
を
減
ら
し
た
い
」
と
展
望

す
る
。

目指すのは
養鶏業界の
パイオニア！

　
ブ
ラ
ン
ド
は
「
味
乙
女
」
の
名
で
展
開
。
中

心
と
な
る
卵
「
味
乙
女
」
は
、
鮮
や
か
な
オ

レ
ン
ジ
色
の
黄
身
が
特
徴
だ
。
く
せ
が
な
く
、

味
の
良
い
卵
を
目
指
し
て
Ｊ
Ａ
全
農
く
み
あ

い
飼
料
㈱
と
試
行
錯
誤
を
重
ね
、ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
、

E
な
ど
を
配
合
し
た
植
物
性
た
ん
ぱ
く
限
定

の
専
用
飼
料
な
ど
を
開
発
し
た
。
地
元
の
ス
ー

パ
ー
と
の
つ
な
が
り
を
重
視
す
る
戦
略
で
、

ブ
ラ
ン
ド
を
根
付
か
せ
た
。

　
知
名
度
向
上
の
た
め
、
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー「
た
ま
ご
妖
精 

あ
じ
お
と
め
」を
つ
く
り
、

テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
放
映
、
配
送
用
ト
ラ
ッ
ク
の
ラ
ッ

ピ
ン
グ
、
グ
ッ
ズ
で
Ｐ
Ｒ
す
る
。
17
年
に
完
成

し
た
総
合
Ｇ
Ｐ
セ
ン
タ
ー
は
、
作
業
の
全
て
を

２
階
か
ら
一
望
で
き
る
よ
う
に
し
、
近
隣
小
学

校
か
ら
見
学
を
受
け
入
れ
る
。
自
ら
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
泰
裕
さ
ん
は
「
良
い
も

の
を
作
る
だ
け
で
な
く
、
付
加
価
値
を
付
け
て

商
品
の
魅
力
を
高
め
る
こ
と
、
そ
し
て
、
い
か

に
知
っ
て
も
ら
う
か
が
大
事
だ
」
と
強
調
す
る
。

　
新
た
な
事
業
の
柱
と
し
て
ス
イ
ー
ツ
な
ど
の

加
工
品
を
開
発
。
商
品
は
三
沢
市
と
青
森
市

の
２
店
舗
の
直
売
店
「
A
J
I
O
T
O
M
E 

S
H
O
P
」
で
卵
と
共
に
直
接
販
売
。
24
年
4

月
に
Ｊ
Ｒ
青
森
駅
の
商
業
施
設
に
新
装
開
店
し

た
青
森
市
の
あ
お
も
り
駅
前
店
で
は
、「
味
乙

女
」
を
使
っ
た
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
や
ロ
ー
ル

ケ
ー
キ
な
ど
で
ブ
ラ
ン
ド
を
Ｐ
Ｒ
。
１
番
人
気

の
プ
レ
ミ
ア
ム
カ
ス
タ
ー
ド
シ
ュ
ー
は
毎
日
完

売
す
る
ほ
ど
だ
。

　
青
森
市
内
か
ら
親
子
で
来
店
し
た
30
代
の
男

性
は
「
評
判
を
聞
い
て
来
た
。
初
め
て
買
え
て

う
れ
し
い
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。
店
長
を
務
め

る
販
売
課
の
竹
本
樹
里
主
任
は
「
シ
ュ
ー
ク

リ
ー
ム
を
買
い
に
来
た
人
が
、
卵
を
一
緒
に

買
っ
て
い
く
こ
と
も
多
い
」
と
話
す
。

　「
消
費
者
が
求
め
る
も
の
は
日
々
変
わ
っ
て

い
く
。
常
に
新
し
い
も
の
を
つ
く
り
、
挑
戦
す

る
、
養
鶏
業
界
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ
り
た
い
」

と
話
す
泰
裕
さ
ん
。
一
層
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上

へ
、
次
の
一
手
を
探
り
続
け
る
。

左から、JA全農くみあい飼料㈱の矢島拓也課長、
㈲東北ファームの泰裕さん、同品質管理部の高見澤弘明次長、
同第三GPセンター工場長の新舘優太さん

機械と人の手を使って

パッキングする

より良い生産
・

管理へ、

議論を展開

黄身色鮮やかな
「おいしい」と「しあわせ」を食卓へ

スイーツ「味乙女」

次
世
代
リ
ー
ダ
ー
を
育
成

ブ
ラ
ン
ド
力
を
強
化

消
費
者
に
ア
プ
ロ
ー
チ

山本 泰裕常務

卵の選別・包装施設（ＧＰセンター）
機械化で作業負担を軽減する

業界初の段ボールを積み上げる
作業専用の機械を開発した

一番人気のプレミアムカスタードシュー。コクのあるクリームが自慢！

「た
まご妖精　あじお

とめ」を発見！イメー
ジキャラクター

AJIOTOME SHOP
あおもり駅前店

口コミが広がり来店する人も！

「パイコロネ」
ヒヨ
コがかわいい

「たまごロールケーキ」

もっちり生地の

詳細は42ページへ
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